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日
本
密
教
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠

苫
米
地　

誠
一　
　

一
、
は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
四
月
に
中
国
陝
西
省
法
門
寺
で
「
法
門
寺
仏
舎
利
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
「
日
本
密
教
に
お
け
る
舎
利

と
宝
珠
」
と
い
う
題
で
発
表
し
た
が
、
原
稿
の
中
国
語
訳
だ
け
が
予
稿
集
と
し
て
編
集
さ
れ
、
ま
た
今
後
出
版
の
予
定
で
あ
る
が
、
日
本
語
原
稿
に
つ
い

て
は
今
の
と
こ
ろ
公
開
の
予
定
が
な
い
。
ま
た
二
〇
一
五
年
九
月
二
十
日
の
高
野
山
大
学
に
お
け
る
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
66
回
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル

発
表
「
中
世
の
密
教
儀
礼
と
舎
利
信
仰
」
に
お
い
て
は
、
法
門
寺
に
お
け
る
発
表
を
前
提
と
し
て
（
重
複
す
る
部
分
も
あ
っ
た
が
）、
舎
利
の
功
徳
に
よ
る

浄
土
往
生
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
少
し
く
論
じ
た
。
今
回
、
印
仏
学
会
の
発
表
を
原
稿
化
す
る
に
当
た
っ
て
、
先
の
法
門
寺
舎
利
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
原

稿
と
一
つ
に
合
わ
せ
て
、
以
下
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
日
本
密
教
で
は
、
舎
利
と
宝
珠
を
同
体
視
す
る
教
理
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
独
自
の
宝
珠
形
の
舎
利
容
器
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
で
は
内
藤
栄
博
士
の
御
研
究
（
１
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
美
術
史
・
工
芸
史
研
究
の
面
か
ら
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
仏

教
学
や
文
学
研
究
、
思
想
研
究
の
立
場
か
ら
も
、
能
作
性
の
宝
珠
や
宝
珠
法
に
関
わ
る
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
２
）、
そ
こ
で
は
舎
利
と
宝
珠

の
同
体
観
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
全
般
的
に
醍
醐
流
の
伝
承
説
を
中
心
に
考
究
さ
れ
、
ま
た
醍
醐
流
と
共
に
狭
義
の
小
野
流
（
安
祥
寺
流
・
勧

修
寺
流
・
随
心
院
流
）
に
も
言
及
さ
れ
る
が
、
真
言
宗
広
沢
流
や
天
台
宗
（
台
密
）
に
お
け
る
舎
利
・
宝
珠
同
体
観
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
広
沢
流
に
も
、
台
密
に
も
、
共
に
舎
利
・
宝
珠
同
体
説
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
仏
舎
利
の
功
徳
と
し

て
浄
土
往
生
の
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
最
初
期
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
作
『
舎
利
講
式
』

で
あ
る
が
、
日
本
成
立
の
偽
経
と
さ
れ
る
『
金
輪
呪
王
経
』
に
お
い
て
舎
利
と
宝
珠
の
同
体
説
の
上
に
往
生
が
説
か
れ
、
そ
の
成
立
が
院
政
期
初
頭
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
宝
珠
と
『
法
華
経
』、『
法
華
経
』
と
阿
弥
陀
如
来
・
観
自
在
菩
薩
と
の
同
体
説
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
は
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日
本
密
教
に
お
い
て
舎
利
・
宝
珠
同
体
観
が
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
中
で
も
舎
利
＝
宝
珠
の
功
徳
に

よ
る
往
生
の
問
題
に
注
目
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、『
御
遺
告
』
に
お
け
る
能
作
性
の
如
意
宝
珠
と
舎
利

既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
の
言
葉
と
さ
れ
る
二
十
五
箇
条
の
『
御
遺
告
』
に
説
か
れ
る
能
作
性
の
如
意
宝
珠
に

関
す
る
言
説
が
、
日
本
密
教
に
お
い
て
舎
利
と
如
意
宝
珠
の
一
体
説
を
記
録
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
能
作
性
」
と
は
「（
真
言
密
教
の
阿
闍
梨
が
）

人
工
的
に
作
る
事
が
可
能
な
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
『
御
遺
告
』
で
は
舎
利
を
中
心
に
込
め
た
宝
珠
の
作
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
御
遺
告
』

が
実
際
に
は
空
海
の
も
の
で
無
い
事
は
既
に
定
説
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
拙
考
（
３
）
な
ら
び
に
武
内
孝
善
博
士
の
御
論
考
（
４
）
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
十
世
紀
半
ば
の
九
五
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
拙
考
で
は
背
景
と
し
て
香
隆
寺
僧
正
寛
空
（
八
八
四
～
九
七
二
）
の
東
寺
長
者
補
任
を
め
ぐ
り
、

仁
和
寺
方
勢
力
に
よ
る
東
寺
長
者
職
を
通
じ
て
の
他
寺
管
領
を
目
論
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
ま
た
武
内
氏
の
指
摘
さ
れ
る
興
福
寺
と
東
寺

に
よ
る
室
生
山
相
奪
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
同
じ
視
点
か
ら
解
釈
で
き
よ
う
。
と
も
か
く
『
御
遺
告
』
が
仁
和
寺
方
の
中
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
能
作
性
の
如
意
宝
珠
に
関
す
る
言
説
も
、
や
は
り
仁
和
寺
方
（
従
っ
て
広
沢
流
）
の
中
に
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

『
御
遺
告
』
で
は
「
一
、
東
寺
の
座
主
大
阿
闍
梨
耶
、
如
意
寶
珠
を
護
持
す
可
き
縁
起
第
二
十
四
」（
５
）
に
お
い
て
、
如
意
宝
珠
は
無
始
以
来
、
自
然
道

理
の
如
来
の
分
身
で
あ
っ
て
龍
肝
・
鳳
脳
等
で
は
な
い
と
し
、
こ
れ
を
龍
肝
・
鳳
脳
と
す
る
の
は
大
な
る
虚
言
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
自
然
道
理
の

如
来
の
分
身
」
と
い
う
の
は
真
実
の
如
意
宝
珠
で
あ
り
、
祖
師
大
阿
闍
梨
の
口
訣
に
任
せ
て
成
生
す
る
玉
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
こ
で
「
成
生
す
る
玉
」

と
い
う
の
が
「
能
作
性
の
玉
」
で
あ
り
、
そ
の
作
り
方
は
（
一
）
仏
舍
利
三
十
二
粒
（
二
）
未
だ
他
色
に
用
い
ざ
る
沙
金
五
十
両
（
三
）
紫
檀
十
両
（
四
）

白
檀
十
両
（
五
）
百
心
樹
沈
十
両
（
六
）
桑
木
沈
十
両
（
七
）
桃
木
沈
十
両
（
八
）
大
唐
香
木
沈
十
両
（
謂
く
香
木
沈
と
は
專
ら
名
香
木
の
沈
を
以
て
す
。

彼
の
色
を
簡
わ
ず
。
唯
だ
清
浄
を
以
て
之
れ
を
用
う
）（
九
）
漢
桃
木
沈
十
両
と
い
う
九
種
の
物
を
用
い
る
。
こ
の
中
の
沙
金
五
十
両
と
白
銀
五
十
両
（
こ

の
白
銀
は
九
種
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、沙
金
と
合
わ
せ
て
百
両
な
の
か
、沙
金
の
代
り
に
白
銀
な
の
か
、が
明
ら
か
で
は
な
い
）
を
も
っ
て
壺
を
作
る
。
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壺
の
中
に
三
十
二
粒
の
舎
利
を
安
置
し
、
口
を
封
ず
る
。
更
に
六
種
の
香
木
の
沈
を
鉄
臼
に
入
れ
て
搗
き
摧
き
、
粉
末
に
し
て
絹
の
袋
に
入
れ
て
七
回
濾

す
（
香
木
が
六
種
と
さ
れ
る
こ
と
は
、上
に
挙
げ
た
七
種
の
内
の
一
つ
が
白
銀
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
）。
精
製
し
た
香
木
の
沈
の
粉
末
を
真
漆
で
固
め
、

中
に
舎
利
を
入
れ
た
金
・
白
銀
の
壺
を
込
め
入
れ
て
丸
く
す
る
。
そ
の
間
、
細
工
師
と
共
に
屏
風
の
中
で
不
動
・
仏
眼
真
言
を
誦
し
な
が
ら
行
う
。
更
に

十
五
口
の
僧
を
率
い
て
七
箇
日
に
わ
た
り
日
夜
に
修
法
し
、
檜
の
箱
に
入
れ
宝
台
に
安
置
し
、
五
口
の
僧
を
率
い
て
百
個
日
三
時
の
修
法
を
す
る
。
修
法

終
わ
っ
て
赤
き
九
条
の
衣
（
袈
裟
）
を
も
っ
て
こ
の
珠
を
包
む
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
道
理
の
意
を
案
ず
る
と
、
大
海
の
底
の
龍
宮
の
宝
蔵
に
は
無
数
の
珠

が
在
る
が
、
中
で
も
如
意
宝
珠
が
皇
帝
で
あ
り
、
そ
の
実
体
は
自
然
道
理
の
釈
迦
の
分
身
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
珠
（
如
意
宝
珠
）
は

宝
蔵
よ
り
龍
王
の
肝
頚
に
通
じ
て
善
風
を
出
し
万
物
を
利
益
す
る
。
海
底
の
（
龍
宮
の
）
宝
蔵
に
あ
る
如
意
宝
珠
は
常
に
能
作
性
の
如
意
宝
珠
に
通
じ
て

い
て
、
従
っ
て
能
作
性
の
如
意
宝
珠
を
祈
れ
ば
衆
生
を
利
益
す
る
功
徳
が
あ
る
の
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
寺
経
蔵
の
仏
舎
利
は
如
意
宝
珠
で
あ
り
、

そ
れ
は
能
作
性
の
如
意
宝
珠
の
本
心
が
東
寺
の
仏
舎
利
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
注
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
言
説
は
、
単
な
る
舎
利
・
宝
珠
同
体
観
で
は
な
く
「
如
意
宝
珠
と
は
即
ち
釈
迦
の
分
身
舎
利
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
そ
れ
は
「
自
然
道
理
の
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
応
身
の
釈
迦
の
舎
利
で
は
な
く
、
法
身
（
大
日
）
の
舎
利
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
普
通
に

法
身
舍
利
と
言
え
ば
経
巻
・
陀
羅
尼
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
「
法
身
大
日
＝
変
化
法
身
釈
迦
の
真
身
（
生
身
）」
の
舎
利
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

東
寺
経
蔵
の
舎
利
は
空
海
請
来
で
あ
り
、
甲
乙
二
つ
の
瓶
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
後
七
日
御
修
法
の
本
尊
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
如
意
宝
珠
と
さ
れ
る
事

は
、
如
意
宝
珠
は
所
謂
る
「
宝
珠
形
」
と
は
さ
れ
て
い
な
い
、
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
点
は
、
こ
の
舎
利
＝
如
意
宝
珠
の
働
き
が
「
龍

王
の
肝
頚
に
通
じ
て
善
風
を
出
し
万
物
を
利
益
す
る
」
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
も
そ
も
舎
利
と
宝
珠
の
同
体
説
自
体
は
イ
ン
ド
仏
教
全
般
に
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
大
小
乗
の
諸
経
論
に
広
く
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
如
意

宝
珠
（
真
多
摩
尼C

intām
aṇi

）
の
働
き
に
つ
い
て
、
一
例
と
し
て
『
大
智
度
論
』
の
記
事
を
上
げ
る
と

又
摩
尼
珠
の
如
き
は
人
の
欲
す
る
所
に
随
ひ
て
種
種
に
之
れ
を
与
ふ
。
若
し
衣
被
飲
食
音
楽
を
欲
せ
ば
、
自
ら
恣
に
須
ひ
る
所
自
然
に
皆
得
。（
６
）

と
さ
れ
、
ま
た
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如も

し
は
菩
薩
の
先
世
に
国
王
の
太
子
為
り
し
に
、閻
浮
提
の
人
の
貧
窮
な
る
を
見
て
、如
意
珠
を
求
め
む
と
欲
ひ
大
海
に
入
り
て
龍
王
宮
に
至
る
。
龍
、

太
子
の
威
徳
殊
妙
な
る
を
見
て
即
ち
起
ち
迎
へ
逆
に
前
供
養
を
延
ぶ
。
而
る
に
之
れ
に
問
ふ
て
言
く
、何
ぞ
能
く
遠
く
来
た
る
や
。
太
子
答
へ
て
曰
く
、

我
れ
閻
浮
提
の
衆
生
を
憐
れ
む
が
故
に
、
如
意
宝
珠
を
求
め
て
以
て
之
れ
を
饒
益
せ
む
と
欲
ふ
。
龍
の
言
く
。（
中
略
）
龍
即
ち
珠
を
与
ふ
。
是
の
如

意
珠
は
能
く
一
由
旬
に
雨
す
。（
中
略
）
時
に
太
子
、
復
一
の
龍
宮
に
至
り
て
珠
を
得
て
二
由
旬
に
雨
す
。（
中
略
）
復
一
の
龍
宮
に
至
り
て
珠
を
得

て
三
由
旬
に
雨
す
。（
中
略
）
諸
龍
、
珠
を
与
へ
已
て
言
く
、
汝
の
寿
命
尽
き
れ
ば
、
珠
当
に
我
れ
に
還
る
べ
し
。
菩
薩
之
れ
を
許
す
。
太
子
珠
を
得

て
閻
浮
提
に
至
る
。
一
珠
は
能
く
飲
食
を
雨
し
、
一
珠
は
能
く
衣
服
を
雨
し
、
一
珠
は
能
く
七
宝
を
雨
し
て
衆
生
を
利
益
す
。（
７
）

と
あ
っ
て
、
如
意
宝
珠
は
飲
食
・
衣
服
・
音
楽
・
七
宝
な
ど
の
人
の
求
め
る
物
を
、
求
め
る
に
従
っ
て
出
す
も
の
と
さ
れ
る
。
或
い
は

問
ふ
て
曰
く
、
摩
尼
宝
珠
は
頗
梨
金
銀
（
中
略
）
金
剛
等
の
中
に
於
て
是
れ
何
等
の
宝
な
る
や
。
答
へ
て
曰
く
、
有
る
人
の
言
く
、
此
の
宝
珠
は
龍

王
の
脳
中
従
り
出
づ
。
人
此
の
珠
を
得
れ
ば
毒
も
害
す
る
こ
と
能
は
ず
、
火
に
入
る
も
焼
く
能
は
ず
。
是
く
の
如
き
等
の
功
徳
有
り
と
。
有
る
人
の

言
く
、
是
れ
帝
釈
の
執
る
所
の
金
剛
を
用
て
阿
修
羅
と
闘
ふ
時
、
閻
浮
提
に
砕
け
落
ち
る
な
り
と
。
有
る
人
の
言
く
。
諸
々
の
過
去
久
遠
の
仏
舎
利
、

法
既
に
滅
尽
し
て
、
舎
利
変
じ
て
此
の
珠
と
成
り
、
以
て
衆
生
を
益
す
と
。
有
る
人
の
言
く
、
衆
生
の
福
徳
因
縁
の
故
に
、
自
然
に
此
の
珠
有
り
。（
中

略
）
此
の
宝
珠
を
如
意
と
名
く
。
定
色
有
る
こ
と
無
く
、
清
徹
軽
妙
に
し
て
四
天
下
の
物
皆
悉
く
照
現
す
。
如
意
珠
の
義
は
先
に
説
く
が
如
し
。
是

の
宝
は
常
に
能
く
一
切
の
宝
物
を
出
す
。
衣
服
飲
食
、
意
に
随
ひ
欲
す
る
所
尽
く
能
く
之
れ
を
与
ふ
。
亦
能
く
諸
々
の
衰
悩
病
苦
等
を
除
く
。
是
の

宝
珠
に
二
種
有
り
。
天
上
の
如
意
宝
有
り
。
人
間
の
如
意
宝
有
り
。
諸
天
は
福
徳
厚
き
が
故
に
珠
徳
具
足
し
、人
は
福
徳
薄
き
が
故
に
珠
徳
具
足
せ
ず
。

云
々
」（
８
）

と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
衆
宝
を
雨
ふ
ら
す
如
意
宝
珠
に
は
、
天
上
の
如
意
宝
珠
と
人
間
の
如
意
宝
珠
が
あ
る
が
、
人
間
の
如
意
宝
珠
は
、
人
の

福
徳
が
薄
い
の
で
、
そ
の
宝
珠
の
力
・
功
徳
も
完
全
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
如
意
宝
珠
の
由
来
と
し
て
龍
王
の
脳
、
帝
釈
天
の
金
剛
杵
、

自
然
に
在
る
も
の
、
と
い
う
他
に
、
過
去
久
遠
の
仏
舎
利
が
変
じ
て
如
意
宝
珠
と
な
っ
た
、
と
す
る
日
本
に
お
け
る
舎
利
・
宝
珠
一
体
説
の
淵
源
が
見
ら
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れ
る
。
と
も
か
く
『
大
智
度
論
』
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
は
、龍
脳
や
舎
利
よ
り
生
じ
、『
御
遺
告
』
に
お
け
る
そ
れ
の
よ
う
に
「
善

風
を
出
し
（
慈
雨
を
降
ら
せ
て
）
万
物
を
利
益
す
る
（
五
穀
を
豊
穣
に
す
る
）」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
即
物
的
に
「
何
で
も
欲
し
い
物
を
出
現

さ
せ
、
与
え
る
」
と
い
う
功
能
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。『
御
遺
告
』
に
お
け
る
如
意
宝
珠
＝
舎
利
の
功
徳
・
働
き
は
、
室
生
山
に
お
け
る
祈
雨
を
背
景
と

し
て
、
そ
の
祈
雨
儀
礼
が
効
力
を
有
す
る
根
拠
・
理
由
付
け
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
え
、
国
家
的
な
安
寧
を
求
め
る
も
の
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
大
智
度
論
』（
イ
ン
ド
仏
教
）
に
し
ろ
『
御
遺
告
』
に
せ
よ
、如
意
宝
珠
そ
の
も
の
が
既
に
龍
と
深
く
関
係
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
一
方
で
神
泉
苑
の
祈
雨
の
よ
う
に
、
祈
雨
に
お
い
て
は
元
来
、
龍
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
結
び
付
い
た
も
の
が
室
生
山
の
如

意
宝
珠
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
祈
雨
に
お
い
て
本
来
は
龍
の
果
た
す
べ
き
で
あ
っ
た
役
割
を
如
意
宝
珠
に
置
き
換
え
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の

如
意
宝
珠
を
納
め
た
空
海
（
弘
法
大
師
）
の
室
生
山
に
お
け
る
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
小
野
僧
都
成
尊
（
一
〇
一
二
～
一
〇
七
四
）
撰
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
の
「
六　

宝
珠
殊
勝
」
で
は
『
御
遺
告
』
を
引
き
な
が
ら
「
私

か
に
云
く
、
実
に
薄
福
の
者
の
為
に
暫
く
宝
を
雨
さ
ず
と
雖
も
、
自
然
に
善
風
を
出
し
て
常
に
万
物
を
生
長
す
。
則
ち
是
れ
無
為
の
徳
な
り
。
百
姓
は
日

に
用
ひ
て
知
ら
ず
。
猶
し
壤
父
の
帝
の
力
を
忘
れ
た
る
が
如
し
歟
」（
９
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
室
生
山
の
如
意
宝
珠
が
衣
食
七
宝
な
ど
を
雨
ふ
ら
さ
な
い
の

は
衆
生
が
薄
福
だ
か
ら
で
あ
り
、
代
り
に
善
風
を
出
し
て
五
穀
豊
穣
な
ら
し
め
る
こ
と
で
衆
生
を
利
益
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
『
大

智
度
論
』
に
よ
れ
ば
菩
薩
（
前
世
の
釈
迦
）
は
衆
生
が
貧
窮
の
た
め
に
、
龍
宮
よ
り
如
意
宝
珠
を
借
り
て
き
て
宝
物
を
雨
ふ
ら
せ
て
い
る
。
衆
生
が
貧
窮

と
な
る
の
は
薄
福
（
前
世
で
の
善
根
が
薄
い
）
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
衆
生
の
為
に
衣
食
宝
物
を
雨
ふ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
如
意
宝
珠
が
「
衆
生
が
薄

福
だ
か
ら
宝
物
を
雨
ふ
ら
さ
な
い
」
と
い
う
の
は
矛
盾
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
こ
の
成
尊
の
主
張
も
、
現
実
の
宝
物
を
雨
ふ
ら
さ
な
い
こ
と

の
言
い
訳
の
よ
う
に
し
か
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
や
は
り
『
御
遺
告
』
は
、
室
生
山
に
お
け
る
祈
雨
修
法
の
効
験
の
源
を
空
海
の
納
め
た
如
意
宝
珠
の
威
力
に

置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
東
寺
長
者
が
室
生
寺
を
管
領
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
如
意
宝
珠
の
威
力
を

祈
雨
の
効
験
に
特
化
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
、
護
国
的
修
法
に
お
け
る
舎
利
・
如
意
宝
珠

醍
醐
流
に
お
け
る
舎
利
と
如
意
宝
珠
の
一
体
説
と
修
法
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
諸
論
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
は
た
だ
一
体
で
あ
る
事
が
修
法

と
の
関
わ
り
の
中
で
説
か
れ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
後
七
日
御
修
法
に
し
て
も
請
雨
法
に
し
て
も
『
御
遺
告
』
に
お
け
る
と
同
様
な
護
国
の
修

法
（
国
家
的
な
安
寧
を
得
る
た
め
、
禳
災
招
福
の
た
め
の
修
法
と
で
も
言
お
う
か
）
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
如
意
宝
珠
＝
舎
利
の
役
割
は
変
っ
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
醍
醐
流
に
お
け
る
修
法
口
訣
に
お
け
る
如
意
宝
珠
に
つ
い
て
は
中
村
本
然
氏
（
10
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
後
七
日

御
修
法
を
代
表
と
し
て
、
舎
利
＝
如
意
宝
珠
の
役
割
に
つ
い
て
別
の
事
は
語
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

覚
洞
院
勝
賢
（
一
一
三
八
～
一
一
九
六
）
が
記
し
て
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
に
伝
授
し
た
と
さ
れ
る
『
秘
鈔
』
の
「
請
雨
経
法
」
に

（
11
） 

口
伝
に
云
く
、
道
場
観
の
時
、
本
尊
観
を
畢
っ
て
此
の
観
を
作
せ
。
謂
く
毘
盧
舎
那
仏
、
釈
迦
牟
尼
仏
と
成
る
。
人
天
を
度
せ
む
が
為
に
、
釈
迦
即

ち
如
意
宝
珠
と
成
り
、
雲
雨
を
四
方
に
起
し
て
、
普
く
世
界
を
潤
し
水
陸
之
情
・
非
情
を
利
益
す
。
龍
王
、
此
の
宝
珠
に
依
て
威
光
を
増
し
、
雨
を

降
す
。
其
の
宝
珠
は
大
龍
の
果
報
に
依
て
力
用
を
施
し
降
す
と
云
云
。
舎
利
を
供
す
る
時
、
同
じ
く
此
の
観
を
作
す
。
遣
告
の
意
也
。
大
壇
の
中
心

に
舎
利
を
箱
に
納
め
て
之
れ
を
安
置
す
。
即
ち
之
れ
を
宝
と
観
ず
。
又
宀
一
山
と
一
体
之
旨
、
観
念
す
可
き
也
。
是
れ
最
秘
な
り
と
云
云
。

と
さ
れ
る
の
は
、
応
に
『
御
遺
告
』
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
『
秘
鈔
』
よ
り
遡
っ
て
元
海
（
一
〇
九
四
～
一
一
五
七
）
の
『
厚
造
紙
』（
12
）
で
は
後
七
日
御
修
法
に
つ
い
て
、
宝
生
如
来
の
法
で
あ
り
、
両

界
に
修
す
る
が
、
金
剛
界
で
は
宝
生
如
来
を
本
尊
と
し
、
胎
蔵
界
で
は
宝
生
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
。
金
剛
界
の
時
、
本
尊
宝
生
如
来
の
三
昧
耶
形
で
あ
る

三
弁
宝
珠
と
壇
上
の
仏
舎
利
（
恵
果
付
嘱
・
空
海
請
来
の
東
寺
の
仏
舎
利
）
と
宀
一
山
（
室
生
山
）
の
宝
珠
と
の
三
を
一
体
に
観
想
す
る
と
さ
れ
る
。
舎
利
・

宝
珠
と
宝
生
如
来
と
を
結
び
つ
け
る
記
録
は
こ
れ
が
早
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
宰
相
僧
正
遍
智
院
成
賢
（
一
一
六
二
～
一
二
三
一
）
口
・
道
教
（
一
二
〇
〇

～
一
二
三
六
）
記
と
さ
れ
る
『
遍
口
鈔
』
の
「
後
七
日
法
事
」（
13
）
に
は
「
故
僧
正
の
口
伝
に
云
く
」
と
し
て
、
仁
和
寺
と
醍
醐
寺
の
両
流
共
に
同
じ
く
修
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す
る
が
、
仁
王
経
と
転
法
輪
の
二
法
は
醍
醐
の
習
い
が
増
さ
っ
て
お
り
、
孔
雀
経
と
後
七
日
は
仁
和
寺
が
増
さ
っ
て
い
る
と
す
る
。
更
に
此
の
法
の
肝
心

は
最
勝
王
経
法
と
習
う
の
が
甚
深
の
義
で
あ
る
と
さ
れ
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
堅
牢
地
神
品
」「
吉
祥
天
女
品
」
に
出
て
お
り
、
息
災
に
は
不
動
を
本

尊
と
し
、
増
益
に
は
吉
祥
天
を
本
尊
と
す
る
。
ま
た
不
動
は
即
ち
堅
牢
地
神
で
あ
り
、
吉
祥
天
は
ま
た
宝
珠
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
後

七
日
御
修
法
と
一
体
で
あ
る
宮
中
御
斎
会
で
講
じ
ら
れ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
修
法
を
後
七
日
御
修
法
の
義
と
す
る
と
さ
れ
、
堅
牢
地
神
と
吉
祥
天

が
宝
珠
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
仁
和
寺
流
（
広
沢
流
）
の
修
法
と
さ
れ
る
孔
雀
経
法
を
め
ぐ
っ
て
仁
和
寺
第
六
世
喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
の
『
追
記
』

（
14
）
に
は
、
孔
雀
明
王
の
事
に
宗
家
の
大
事
が
あ
る
と
し
、
殊
に
当
流
（
仁
和
御
流
）
に
深
奥
の
習
い
が
有
っ
て
、
そ
の
秘
伝
と
は
不
動
と
愛
染
の
二
明
王

を
習
合
す
る
こ
と
と
す
る
。
孔
雀
は
不
動
で
あ
り
、
明
王
は
愛
染
で
あ
り
、
二
明
王
が
不
二
で
あ
る
の
を
孔
雀
明
王
と
称
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
舎
利
愛

染
・
舎
利
不
動
と
は
此
の
孔
雀
明
王
の
事
で
あ
る
と
す
る
。
孔
雀
の
尾
光
の
宝
珠
は
、
ａ
（
阿
）
字
が
能
くdhātu

（
駄
都
＝
舎
利
）
を
生
ず
る
と
さ
れ
、

更
に
孔
雀
明
王
の
半
身
が
赤
と
白
の
尊
が
有
り
、
こ
れ
は
二
明
王
合
体
の
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
諸
尊
の
行
法
に
み
な
仏
眼
・
金
輪
呪
が
あ
り
、
仏

眼
は
不
動
・
胎
界
で
金
輪
は
愛
染
・
金
界
で
あ
り
、
諸
尊
の
悉
地
は
不
動
・
愛
染
の
悉
地
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
真
言
を
成
就
吉
祥
呪
と
名
づ
け
、
仏
眼

は
蘇
息
の
義
、
金
輪
に
は
調
伏
の
義
が
有
る
。
一
字
金
輪
が
舎
利
を
調
伏
し
、
仏
眼
の
助
生
に
よ
っ
て
蘇
息
す
る
。
仏
眼
の
明
王
と
金
輪
の
明
王
と
は
世

間
の
父
母
の
如
く
で
あ
り
、
母
父
の
慈
が
和
合
し
て
生
ず
る
、
こ
れ
が
仏
眼
・
金
輪
三
昧
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
広
沢
流
の
口
訣
で
あ
る
が
、
舎

利
と
不
動
・
愛
染
二
明
王
の
結
び
つ
き
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
醍
醐
流
に
は
如
意
宝
珠
形
舎
利
容
器
に
入
っ
た
舎
利
を
本
尊
と
し
、
不
動
・

愛
染
二
明
王
を
脇
侍
と
す
る
三
尊
合
行
の
修
法
が
知
ら
れ
る
が
、
不
動
・
愛
染
二
明
王
の
事
は
醍
醐
流
に
限
ら
れ
ず
、
広
沢
流
は
も
と
よ
り
、
台
密
に
も

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
口
訣
の
一
端
が
『
追
記
』
に
見
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
孔
雀
経
法
は
主
と
し
て
請
雨
・
止
雨
の
修
法
と
し
て
修
さ
れ

る
護
国
的
修
法
で
あ
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
舎
利
愛
染
・
舎
利
不
動
の
舎
利
は
『
御
遺
告
』
と
同
様
な
約
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
鎌
倉
時
代
中
末
期
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
最
後
潅
頂
常
行
心
要
法
』
は
小
野
僧
都
成
尊
（
一
〇
一
二
～
一
〇
七
四
）
又
は
勝
覚
（
一
〇
五
七

～
一
一
二
九
）
の
作
に
仮
託
さ
れ
る
小
野
・
醍
醐
流
の
秘
義
の
口
伝
書
で
あ
る
が
（
15
）、「
受
生
処
胎
成
仏
の
義
」
で
は
子
供
の
生
ま
れ
る
過
程
を
成
仏
と

捉
え
、
赤
白
二
渧
和
合
し
て
託
胎
す
る
が
、
赤
（
経
血
）
は
母
の
婬
＝
胎
蔵
大
日
で
あ
り
、
白
（
精
液
）
は
父
の
骨
＝
金
剛
界
大
日
で
あ
っ
て
、
中
有
の

識
（
八
識
又
は
六
識
）
は
両
部
不
二
の
一
仏
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
一
仏
二
明
王
の
習
い
が
あ
り
、
赤
は
愛
染
明
王
、
白
は
不
動
明
王
、
中
有
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の
識
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
に
舎
利
法
に
就
く
習
い
が
あ
り
、
数
義
が
あ
る
が
、
全
て
自
宝
が
仏
で
あ
る
事
を
示
す
、
と
さ
れ
る
。
こ

こ
で
舎
利
法
に
就
く
義
の
内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
阿
弥
陀
と
舎
利
が
入
れ
替
わ
れ
ば
、
舎
利
を
中
心
と
し
た
三
尊
合
行
法
と
な
ろ
う
。
後
に
見
る

よ
う
に
、
舎
利
に
よ
る
浄
土
往
生
が
願
わ
れ
る
場
面
で
は
、
舎
利
と
阿
弥
陀
の
入
れ
替
わ
り
、
即
ち
同
体
説
は
当
然
と
も
言
え
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
興
福
寺
上
座
・
清
水
寺
別
当
阿
闍
梨
定
深
（
一
〇
四
六
～
一
一
二
〇
）
の
撰
と
さ
れ
る
『
十
八
契
印
義
釈
生
起
』
に

謂
く
如
意
珠
宝
は
是
れ
仏
舎
利
の
所
変
也
。
能
く
財
穀
種
種
珍
宝
を
雨
し
衆
生
を
利
益
す
。
而
る
に
悪
を
好
む
者
の
所
に
雨
す
に
非
ず
。
唯
だ
戒
を

持
す
る
者
の
所
に
雨
す
。
又
此
の
如
意
珠
に
種
種
の
色
有
り
。
色
に
随
て
用
を
異
に
す
。
或
は
病
患
を
除
き
、或
は
凶
孼
を
消
し
、或
は
宝
を
雨
す
也
。

是
く
の
如
き
等
の
種
種
の
利
有
り
（
16
）

と
あ
る
の
は
こ
れ
ら
と
異
な
っ
て
、『
大
智
度
論
』な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ン
ド
本
来
の
如
意
宝
珠
の
概
念
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
定
深
の
こ
の
い
っ

て
み
れ
ば
一
般
的
な
舎
利
の
説
明
は
、
か
え
っ
て
日
本
密
教
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
覚
鑁
の
『
舎
利
講
式
』
と
往
生

次
に
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
往
生
と
い
う
事
で
は
、
興
教
大
師
覚
鑁
作
と
さ
れ
る
『
舎
利
供
養
略
式
』（
一
段
式
）
に

自
性
法
身
大
日
如
来
、
大
悲
の
心
に
住
し
て
自
楽
の
都
を
起
ち
、
応
化
の
身
を
現
じ
て
他
利
の
門
に
趣
き
（
中
略
）
而
る
に
化
縁
既
に
尽
き
滅
度
を

示
す
と
雖
も
、
大
悲
休
ま
ず
し
て
尚
舎
利
を
留
め
た
ま
ふ
。
信
楽
帰
依
の
人
は
必
ず
三
有
の
苦
海
を
渡
り
、
供
養
称
讚
の
類
は
定
で
四
徳
の
楽
岸
に

到
ら
む
。
如
来
の
広
恩
、
駄
都
の
深
徳
、
不
可
思
議
な
る
も
の
か
。

摩
尼
の
供
養
を
儲
け
て
白
玉
の
舎
利
を
献
ず
。
上
生
兜
率
の
勝
行
、
頓
証
菩
提
の
妙
行
。
之
れ
に
し
く
は
な
し
。

此
の
生
身
の
舎
利
は
即
ち
彼
の
法
仏
の
全
体
な
り
。
其
の
真
性
は
即
ち
秘
密
総
持
の
五
字
、
其
の
実
相
は
即
ち
平
等
本
誓
の
五
輪
な
り
。（
17
）
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な
ど
と
見
ら
れ
る
。
同
作
『
舎
利
供
養
式
』
五
段
式
（
18
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
表
白
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
人
の
付
加
と
さ
れ
、
兜
率
往
生
で
は
な
く
極
楽

往
生
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
舎
利
供
養
式
』
五
段
式
は
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
に
引
く
「
教
王
院
の
口
伝
」（
19
）

に
よ
る
と
、
第
二
段
に
都
率
天
へ
の
上
生
を
願
い
、
第
四
段
に
『
宝
篋
印
経
』
を
講
ず
る
式
は
密
厳
院
の
艸
本
で
あ
り
、
第
二
段
に
密
厳
浄
土
や
極
楽
浄

土
へ
の
往
生
を
願
い
、
第
四
段
に
『
大
日
経
』
を
講
じ
、
又
卒
都
婆
を
講
ず
る
の
は
、
後
人
の
意
楽
に
よ
る
書
き
改
め
で
あ
り
、
但
し
「
卒
都
婆
十
徳
の
釈
」

は
聖
人
（
覚
鑁
）
製
作
の
別
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
又
表
白
は
浄
法
房
（
兼
海
、
一
一
〇
七
〜
一
一
五
五
）
が
後
に
書
き
入
れ
た
も
の
で
、
或
る
古
本
に

は
「
今
此
講
演
」
等
の
下
よ
り
書
き
始
め
て
表
白
の
無
い
も
の
が
有
る
と
さ
れ
る
。
後
人
の
書
き
改
め
と
さ
れ
る
第
二
段
（
20
）
に
は
、
釈
迦
は
法
身
性
仏

の
応
化
で
あ
り
、
密
蔵
を
弘
め
る
為
に
第
三
重
に
現
れ
て
顕
教
を
説
く
が
、
源
は
真
言
の
仏
で
あ
り
、
釈
迦
一
代
の
事
跡
は
三
密
加
持
の
妙
業
・
六
大
法

身
の
智
用
と
し
、
こ
れ
を
金
剛
の
幻
と
言
い
、
更
に
釈
迦
と
阿
弥
陀
と
の
仏
体
は
異
な
る
事
な
く
、
此
土
は
浅
略
に
は
他
受
用
・
応
化
の
浄
土
で
あ
る
が
、

深
秘
に
は
自
性
法
身
の
仏
土
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
も
覚
鑁
の
主
張
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
五
段
式
は
三
段
に
抄
出
さ
れ
て
、
東
寺
御
影
堂
の
舎
利
講
に
も
依
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
橋
本
初
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
21
）。
橋

本
氏
は
『
東
宝
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
東
寺
御
影
堂
の
舍
利
講
に
、
宣
陽
門
院
（
一
一
八
一
～
一
二
五
二
）
御
願
の
延
応
二
（
一
二
四
〇
）
年
創
始
の

毎
月
晦
日
の
舍
利
講
と
、
縁
者
・
故
人
の
追
善
の
た
め
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
に
頼
誉
律
師
の
創
始
し
た
十
一
月
二
日
の
舍
利
講
が
あ
り
、
毎
月
晦
日

の
舍
利
講
に
は
解
脱
上
人
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
作
の
五
段
『
舎
利
講
式
』
を
用
い
た
と
さ
れ
、
霜
月
の
舍
利
講
は
伝
法
院
の
式
（
覚

鑁
作
）を
用
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
橋
本
氏
は
、毎
月
晦
日
の
舍
利
講
に
は
貞
慶
の
五
段
の『
舎
利
講
式
』を
元
に
杲
宝（
一
三
〇
三
～
一
三
六
二
）が
草
し
、

賢
宝
（
一
三
三
三
～
一
三
九
八
）
が
整
え
た
三
段
の
『
舎
利
講
式
』
を
用
い
た
と
さ
れ
、
東
寺
観
智
院
所
蔵
の
写
本
を
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
の
翻
刻

さ
れ
た
杲
宝
抄
出
の
『
舎
利
講
式
』
は
、
奥
書
に
も
「
右
為
自
行Vaṃ
（
鑁
）
上
人
五
段
式
内
要
段
抄
之
畢
／
延
文
二
年
正
月
二
日
権
少
僧
都
杲
宝
（
生

年
五
十
二
）」
と
あ
り
、
覚
鑁
作
『
舍
利
供
養
式
』
の
改
作
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
が
毎
月
晦
日
の
舍
利
講
の
式
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
で

も
覚
鑁
作
の
密
教
の
『
舎
利
講
式
』
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
東
寺
御
影
堂
の
舍
利
講
が
、
故
人
追
善
の
た
め
に
舎
利
の
功

徳
に
よ
る
極
楽
往
生
を
目
的
と
し
た
密
教
浄
土
教
の
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
こ
で
は
舎
利
と
摩
尼
宝
珠
と
の
同
体
は

強
調
さ
れ
ず
、
舎
利
の
功
徳
が
前
面
に
出
て
い
る
が
、
同
体
説
で
あ
る
事
は
舎
利
と
摩
尼
を
並
べ
て
い
る
所
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
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若
し
毎
月
晦
日
の
舎
利
会
が
貞
慶
の
『
舎
利
講
式
』
を
用
い
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
に
は
三
種
が
知
ら
れ
る
が
、
共
通
し
て
、
釈
尊
没
後
に
あ
っ
て
、

舎
利
を
供
養
す
る
こ
と
は
釈
尊
を
供
養
す
る
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
中
で
五
段
の
『
舎
利
講
式
』
に
は

一
代
の
聖
教
、
或
い
は
安
養
を
勸
め
、
或
い
は
知
足
を
勸
む
。
蓋
し
こ
れ
機
感
の
宜
な
る
所
な
り
。
ま
た
末
世
の
行
者
、
或
い
は
弥
陀
に
帰
し
、
或

い
は
弥
勒
に
帰
す
。（
中
略
）
帰
念
若
し
誠
有
ら
ば
引
接
各
々
疑
い
な
し
（
中
略
）
仰
ぎ
願
は
く
は
臨
終
微
苦
に
し
て
正
念
に
安
住
し
、
善
友
来
会
し

て
宿
願
を
開
発
せ
む
。
云
（々
22
）

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
浄
土
往
生
が
説
か
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
功
徳
は
、
舎
利
そ
の
も
の
の
功
徳
で
は
無
く
、
釈
尊
の
遺
教
の
功
徳

で
あ
っ
て
、
釈
尊
の
身
代
り
と
し
て
の
舎
利
供
養
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
二
〇
一
五
年
九
月
二
十
日
の
高
野
山
大
学
に
お
け
る
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
66
回
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル
発
表
「
中
世
の
密
教
儀
礼
と
舎
利
信
仰
」

に
お
い
て
小
峰
和
明
氏
が
報
告
さ
れ
た
「
法
会
か
ら
見
た
密
教
儀
礼
─
舎
利
会
の
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
─
」
で
は
、『
紺
表
紙
小
双
紙
』
を
中
心
に
院
政
期
仁

和
寺
の
舎
利
会
次
第
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
往
生
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
「
美
福
門
院
御
月
忌
次
第
」
の
表
白
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は夫

れ
如
來
の
舎
利
は
遮
那
仏
の
全
体
に
し
て
三
世
に
亘
る
。
眞
色
常
寂
に
し
て
、
實
際
を
備
ふ
。
平
等
の
法
身
は
十
方
に
遍
ず
。
性
徳
凝
然
に
し
て

曼
荼
の
差
別
智
印
を
具
せ
り
。
故
に
芥
子
の
比
量
に
し
て
微
少
の
粧
い
を
現
ず
と
雖
も
、
金
剛
、
用
を
振
い
、
旁
々
莫
大
の
益
を
與
ふ
。
右
繞
三
匝

の
人
は
罪
根
を
凡
下
の
心
地
に
拔
き
、
南
謨
一
念
の
輩
は
仏
種
を
無
上
の
福
田
に
熟
す
。
功
能
甚
深
な
る
こ
と
称
す
を
得
べ
か
ら
ず
。（
23
）

と
さ
れ
、
毎
月
の
忌
辰
に
秘
密
真
言
の
斎
会
を
設
け
、
弥
陀
三
昧
の
行
業
を
修
す
る
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
金
沢
文
庫
所
蔵
の
『
二
十
二
巻
本
表
白
集
』
に

も
有
真
僧
都
作
「
八
条
院
奉
為
美
福
門
院
毎
月
舍
利
供
養
表
白
」（
№
3
3
6
・
3
3
7
・
3
3
8
の
三
首
）（
24
）
が
收
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

が
、
同
様
な
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
覚
鑁
と
同
時
代
の
院
政
期
仁
和
寺
に
お
け
る
舎
利
会
の
表
白
で
あ
り
、
八
条
女
院
（
一
一
三
七
〜
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一
二
一
一
）
が
母
で
あ
る
故
美
福
門
院
得
子
（
一
一
一
七
〜
一
一
六
〇
）
追
福
の
た
め
に
修
さ
れ
た
舎
利
会
の
表
白
で
あ
っ
て
、
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
極

楽
往
生
が
願
わ
れ
て
い
る
。

覚
鑁
に
お
い
て
も
有
真
に
お
い
て
も
、
舎
利
（
釈
尊
の
遺
身
）
は
法
身
（
大
日
）
の
全
体
で
あ
り
、
無
量
の
功
徳
が
あ
っ
て
、
成
仏
も
難
く
無
く
、
ま

し
て
や
往
生
は
易
い
こ
と
と
す
る
が
、
直
接
に
舎
利
と
往
生
・
阿
弥
陀
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

五
、『
金
輪
呪
王
経
』
に
お
け
る
如
意
宝
珠
と
往
生

と
こ
ろ
で
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
以
来
の
如
意
宝
珠
の
功
徳
は
直
接
的
な
現
世
利
益
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
二
十
五
箇
条

の
『
御
遺
告
』
に
お
い
て
は
護
国
的
な
功
徳
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
は
舎
利
の
功
徳
と
し
て
、
往
生
の
問
題
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
浄
土
往
生
を
説
く
資
料
は
、
覚
鑁
以
前
に
は
、
管
見
の
範
囲
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
舎
利
＝
如
意
宝
珠
の
功
徳
に
よ
る
浄
土
往
生
に
つ
い
て
説
く
文
献
に
、
不
空
三
蔵
（
七
〇
五
～
七
七
六
）
訳
と
さ
れ
る
『
如
意
宝
珠
転

輪
秘
密
現
身
成
仏
金
輪
呪
王
経
（
金
輪
呪
王
経
）』（
25
）
が
あ
る
。
本
経
も
経
録
類
を
初
め
と
し
て
入
唐
諸
家
の
将
来
録
、
安
然
の
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教

部
類
総
録
』
等
に
記
録
が
無
く
、『
密
教
大
辞
典
』『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
も
日
本
成
立
の
偽
経
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
は
確
か
で
は
無
い
。
し

か
し
戒
光
房
静
然
（
〜
一
一
四
一
〜
一
一
五
三
〜
）
の
『
行
林
抄
』（
26
）
の
中
に
「
金
輪
呪
王
経
」
の
名
が
見
え
、
ま
た
勧
修
寺
理
明
房
興
然
（
一
一
二
一

〜
一
二
〇
三
）
撰
『
四
卷
』
の
保
元
三
（
一
一
五
八
）
年
三
月
二
十
八
日
の
口
決
で
あ
る
「
如
意
輪
法
」（
27
）
中
に
「
金
輪
と
観
自
在
と
同
体
な
り
」
と
し

て
、「
金
輪
呪
王
経
」
の
内
題
に
「
仏
説
観
自
在
菩
薩
如
意
摩
尼
転
輪
聖
王
金
輪
呪
王
経
（
云
云
）」
と
あ
り
、此
の
経
は
如
意
輪
の
経
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
『
五
十
巻
鈔
』（
28
）
に
も
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
既
に
院
政
期
初
頭
十
二
世
紀
前
半
ま
で
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
経
は
、
初
品
に
お
い
て
文
殊
の
般
若
窟
に
お
い
て
放
鉢
法
を
説
き
、
第
二
「
善
悪
因
果
品
」
に
お
い
て
観
自
在
不
空
王
菩
薩
に
対
し
て
、
釈
尊
が
無

熱
悩
龍
王
の
般
若
水
池
大
龍
王
宮
に
行
き
、
如
意
宝
珠
大
菩
薩
法
を
説
こ
う
と
欲
う
と
言
っ
た
時
に
龍
王
が
現
れ
て
釈
尊
を
奉
請
す
る
。
次
に
第
三
「
如

意
宝
珠
品
」
に
お
い
て
、
釈
尊
が
龍
宮
に
入
る
と
、
会
中
に
善
女
と
い
う
名
の
一
龍
女
が
あ
り
「
我
等
、
先
世
の
罪
障
深
重
、
貪
恚
愚
痴
に
し
て
智
種
を

殖
え
ず
。
故
に
今
、
我
れ
生
を
湖
水
中
に
受
け
女
身
と
為
る
。
熱
悩
及
び
諸
苦
患
無
し
と
雖
も
猶
畜
類
鱗
族
の
中
に
居
す
。
願
く
は
我
れ
、
生
生
に
女
身
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を
受
け
ず
、
女
事
を
作
さ
ず
。
仏
を
供
養
し
及
び
聞
法
の
力
を
以
て
、
皆
悉
く
仏
の
微
妙
の
道
に
廻
向
し
、
餘
果
を
求
め
ず
、
唯
成
仏
の
み
を
期
せ
む
」

と
告
げ
、
父
龍
王
が
秘
蔵
す
る
如
意
宝
珠
を
如
来
に
献
ず
る
。
如
来
は
法
宝
こ
そ
が
如
意
宝
珠
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
「
天
中
龍
宮
福
寿
隨
意
宝
珠
」
を

得
た
い
衆
生
が
あ
れ
ば
、
阿
闍
梨
に
従
っ
て
灌
頂
を
受
け
て
（
二
十
五
箇
条
の
『
御
遺
告
』
と
同
じ
）「
人
間
秘
密
精
進
大
如
意
珠
玉
（
能
作
性
の
如
意
宝

珠
）」
を
作
る
方
法
を
説
く
。
更
に
「
大
曼
荼
羅
品
第
四
」「
潅
頂
印
真
言
品
第
五
」「
阿
闍
梨
成
仏
品
第
六
」
が
説
か
れ
、
蓮
華
台
上
に
安
置
さ
れ
た
如
意

宝
珠
王
菩
薩
か
ら
放
た
れ
た
光
に
遇
っ
た
六
道
の
衆
生
は
、
こ
の
身
を
捨
て
ず
に
不
壊
金
剛
三
昧
を
得
て
、
覚
王
普
賢
の
聖
位
に
安
住
し
て
、
一
切
如
来

よ
り
十
六
大
菩
薩
の
摩
頂
授
記
を
さ
れ
、
ま
た
金
剛
界
遍
照
如
来
は
常
に
右
手
を
伸
べ
て
摩
頂
授
記
し
、
仏
の
宝
冠
を
受
け
る
。
寿
命
一
劫
に
し
て
身
を

捨
て
ず
、
弥
勒
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
を
得
て
、
寿
終
え
て
後
、
即
ち
無
量
寿
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
と
さ
れ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
「
善
女
」
は
『
御
遺
告
』
に
お
い
て
空
海
が
神
泉
苑
の
祈
雨
の
時
に
勸
請
し
た
龍
王
で
あ
る
。
本
経
で
龍
女
と
す
る
の
は
、
そ
の
名

前
か
ら
『
法
華
経
』「
提
婆
達
多
品
」
の
龍
女
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
り
、『
御
遺
告
』
以
降
の
成
立
で
あ
る
証
拠
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
こ
に
見
ら
れ
る

『
法
華
経
』
と
如
意
宝
珠
の
問
題
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
教
理
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
龍
宮
の
如
意
宝
珠
と
関
連
さ
せ
て
、
能
作
性

の
如
意
宝
珠
の
製
法
を
説
く
こ
と
は
、
や
は
り
『
御
遺
告
』
を
承
け
て
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
本
経
は
経
題
に
「
現
身
成
仏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
主

題
は
速
疾
成
仏
（
即
身
成
仏
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
極
楽
往
生
を
説
く
こ
と
は
、
密
教
浄
土
教
の
展
開
し
た
日
本
に
お
け
る
成
立
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
勿
論
、『
御
遺
告
』
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
九
五
〇
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
29
）。
し
か
し
興
然
が
引
用
す
る
こ
と
は

十
二
世
紀
前
半
ま
で
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
成
立
の
下
限
は
覚
鑁
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
先
で
あ
る
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、

舎
利
と
如
意
宝
珠
と
の
同
体
を
考
え
れ
ば
、
覚
鑁
の
『
舎
利
講
式
』
に
お
け
る
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
浄
土
往
生
説
が
、
本
経
を
典
拠
と
す
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
本
経
で
は
舎
利
と
宝
珠
の
一
体
説
の
上
に
、
如
意
宝
珠
を
中
心
と
し
て
往
生
が
説
か
れ
た
。
如
意
宝
珠
と
往
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
如

意
輪
観
音
の
経
軌
の
問
題
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
今
は
省
略
す
る
（
如
意
輪
観
音
の
経
軌
も
、
観
音
の
経
軌
と
し
て
、
そ
の
功
徳
に
極
楽
往
生

を
説
く
こ
と
は
他
の
観
音
の
経
軌
と
共
通
す
る
）。
覚
鑁
の
『
舎
利
講
式
』
に
は
見
る
事
が
で
き
な
い
が
、
舎
利
・
宝
珠
と
往
生
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、

間
に
『
法
華
経
』
＝
阿
弥
陀
＝
観
音
と
の
同
体
説
が
入
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



107　日本密教における舎利と宝珠（苫米地）

六
、『
覚
禅
鈔
』
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠
と
『
法
華
経
』

勧
修
寺
浄
土
院
少
納
言
阿
闍
梨
覚
禅
（
一
一
四
三
〜
一
二
一
三
〜
？
）
の
『
覚
禅
鈔
』
も
護
国
的
修
法
に
お
け
る
舎
利
・
宝
珠
に
関
す
る
口
訣
に
つ
い

て
は
他
の
口
訣
類
と
同
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
法
華
秘
決
」
の
所
で
『
法
華
経
』「
宝
塔
品
」
の
多
宝
塔
を
多
宝
如
来
の
舍
利
塔
と
し

然
る
に
則
ち
釈
迦
多
宝
二
仏
の
至
極
肝
心
は
舎
利
に
過
ぎ
た
る
事
有
る
可
か
ら
ざ
る
也
。
な
か
ん
づ
く
真
言
宗
、
殊
に
東
寺
一
門
の
習
ひ
、
諸
尊
法

に
仏
舎
利
を
安
ず
る
を
至
極
と
為
す
。
今
の
法
は
釈
迦
と
多
宝
を
本
尊
と
為
す
。
舎
利
は
即
ち
釈
迦
の
遺
身
也
。
在
世
の
生
身
と
滅
後
の
遺
身
と
功

徳
正
等
に
し
て
差
別
無
し
。
尤
も
舎
利
を
安
ず
可
し
。
又
舎
利
即
ち
多
宝
、
多
宝
即
ち
宝
生
、
宝
生
即
ち
如
意
宝
珠
、
宝
珠
即
ち
舎
利
也
。
法
花
法

に
仏
舎
利
を
安
ず
る
事
、
左
右
に
及
ば
ざ
る
事
也
（
30
）

と
あ
り
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
多
宝
如
来
も
ま
た
釈
迦
・
舎
利
・
宝
生
如
来
と
同
体
と
さ
れ
る
。
更
に
釈
迦
を
本
尊
と
す
れ
ば
息
災
で
あ
る
が
、
多
宝
を

本
尊
と
す
る
時
は
宝
珠
を
本
と
し
て
増
益
で
あ
る
。
多
宝
を
根
本
と
し
、釈
迦
・
多
宝
同
座
を
本
尊
と
し
て
増
益
に
行
ず
る
。
多
宝
は
宝
生
の
異
名
で
あ
り
、

宝
生
は
宝
部
の
部
主
で
あ
る
、
と
す
る
。
後
七
日
御
修
法
で
東
寺
の
舎
利
を
安
置
し
て
如
意
宝
珠
法
を
修
す
る
と
さ
れ
、
金
剛
界
で
は
宝
生
如
来
、
胎
蔵

界
で
は
宝
生
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
行
ず
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
法
華
法
で
は
、
そ
の
宝
生
如
来
が
多
宝
如
来
と
一
体
と
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
舎
利
・
宝
珠

に
加
え
て
『
法
華
経
』
も
が
同
体
と
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
法
華
経
』
の
舎
利
と
多
宝
如
来
に
関
す
る
口
訣
は
、
後
に
も
見
る
よ
う
に

台
密
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。『
覚
禅
鈔
』
に
記
録
さ
れ
る
口
訣
が
台
密
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
真
言
宗
（
東
密
）
内
部
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
天
台
宗
に
お
け
る
口
訣
が
詳
細
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
台
密
が
先
行
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
法
華
法

の
功
徳
・
功
能
と
し
て
女
人
生
極
楽
・
往
生
兜
率
・
不
堕
悪
趣
・
易
産
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
法
華
経
』
は
法
身
舍
利
（
経
典
）
で
あ
る
が
、

真
言
宗
で
は
空
海
が
『
法
華
経
開
題
』
で
阿
弥
陀
如
来
・
観
自
在
菩
薩
の
三
摩
地
法
門
・
法
曼
荼
羅
だ
と
し
て
お
り
『
法
華
経
』
に
よ
る
往
生
が
盛
ん
に

願
わ
れ
て
も
い
た
（
31
）。
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七
、
台
密
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠

静
然
（
～
一
一
四
一
～
一
一
五
三
～
）
撰
『
行
林
抄
』
の
「
法
華
法
」
で
は
そ
の
道
場
観
に
お
い
て
、
宝
山
を
霊
鷲
山
と
観
想
し
、
宝
座
の
上
に
釈
迦

如
来
が
座
し
、『
法
華
経
』
を
説
い
て
お
り
、
更
に
多
宝
世
尊
の
舎
利
宝
塔
が
涌
現
し
て
空
中
に
懸
り
住
し
、
釈
迦
牟
尼
如
来
と
多
宝
仏
が
そ
の
宝
塔
の
中

に
同
座
し
て
坐
す
と
想
う
、
と
さ
れ
る
（
32
）。
ま
た
三
昧
耶
形
は
釈
迦
が
鉢
で
あ
り
、
多
宝
が
仏
頂
骨
で
あ
る
と
さ
れ
、
多
宝
如
来
の
舎
利
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
時
代
が
下
る
が
慈
眼
房
光
宗
（
～
一
三
一
七
～
）
撰
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
な
る
と
真
言
宗
（
東
密
）
の
口
訣
の
記
録
と
し
て
『
御
遺
告
』
や
後
七

日
御
修
法
の
口
訣
な
ど
が
記
さ
れ
、「
御
遣
告
七
箇
条
秘
決
」
の
能
作
性
如
意
宝
珠
の
記
事
は
西
院
御
流
よ
り
伝
受
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
33
）。
ま
た
所
作

性
の
宝
珠
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
或
る
東
寺
の
真
言
師
の
物
語
と
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
受
法
し
た
西
院
の
口
訣
に
は
所
作
性
の
宝
珠
の
事

は
見
ら
れ
ず
、
広
沢
流
は
能
作
性
を
相
承
し
、
小
野
方
は
所
作
性
の
宝
珠
を
相
伝
し
て
い
る
と
し
、
所
作
性
宝
珠
は
中
央
に
金
山
を
安
じ
、
七
曜
・
九

執
・
十
二
宮
・
二
十
八
宿
・
三
十
六
禽
等
を
囲
繞
し
て
建
立
す
る
。
此
れ
は
日
本
に
は
無
い
も
の
で
、
仍
っ
て
建
仁
寺
葉
上
僧
正
（
栄
西
一
一
四
一
～

一
二
一
五
）
は
こ
れ
を
尋
ね
て
入
唐
し
た
、
と
し
て
い
る
（
34
）。
ま
た
弘
法
大
師
（
空
海
）
の
作
っ
た
能
作
性
宝
珠
は
七
顆
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
所
在
地
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。

ま
た
天
台
で
は
仏
眼
法
を
駄
覩
（
舎
利
）
法
と
す
る
と
し
（
35
）、
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
相
承
と
し
て
兩
部
理
智
不
二
を
も
っ
て
舎
利

法
の
根
源
と
し
、
仏
眼
を
舎
利
法
の
本
尊
と
す
る
、
と
い
う
。
ま
たR

aṃ

字
を
種
子
と
す
る
が
、
こ
れ
は
如
意
宝
珠
の
種
子
で
あ
る
。
ま
た
五
大
虚
空
蔵

の
印
明
を
用
い
る
が
虚
空
蔵
は
南
方
宝
部
で
あ
り
、
宝
部
は
万
法
能
生
の
如
意
宝
珠
を
三
昧
耶
形
と
す
る
。
南
方
は
不
二
平
等
性
智
の
方
角
で
あ
り
、
仏

眼
も
両
部
理
智
平
等
の
尊
で
あ
る
か
ら
仏
眼
を
駄
覩
法
の
大
事
と
す
る
。
ま
た
竜
女
は
南
方
無
垢
世
界
に
お
い
て
成
道
す
る
が
、
如
意
宝
珠
の
種
子
の
字

母
で
あ
るR

a

字
は
無
垢
（
清
浄
無
垢
塵
の
義
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
南
方
無
垢
世
界
と
名
付
け
る
、
と
す
る
。
ま
た
東
寺
流
（
真
言
宗
）
で
は
如
法
愛

染
と
い
い
、
山
門
（
比
叡
山
・
台
密
）
に
は
如
法
仏
眼
と
い
い
、
如
法
と
は
普
通
に
は
大
法
の
意
味
で
あ
る
が
、
深
秘
に
は
仏
舎
利
を
安
置
し
て
行
ず
る

修
法
で
あ
る
、
と
す
る
。
仏
眼
と
舎
利
と
を
結
び
つ
け
る
口
伝
が
円
仁
以
来
相
承
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
し
、
舎
利
と
如
意
宝
珠
の
結
び
つ
き
に

つ
い
て
南
方
宝
部
を
説
明
の
根
拠
と
し
、
更
に
そ
れ
に
『
法
華
経
』
の
竜
女
成
仏
の
南
方
無
垢
世
界
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
い
か
に
も
天
台
宗
の
口
決
ら

し
い
。
ま
た
真
言
宗
の
如
法
愛
染
に
対
し
て
天
台
宗
に
は
如
法
仏
眼
法
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
真
言
宗
に
お
い
て
「
如
法
」
を
冠
す
る
修
法
を
生
成
し
て
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き
た
こ
と
に
対
抗
す
る
意
図
が
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
に
続
い
て
金
輪
を
舎
利
法
と
習
う
義
に
つ
い
て
も
説
か
れ
（
36
）、
法
報
応
三
身
の
舎
利
が
示
さ
れ
る
。
法
身
は
色
法
を
舎
利
と
し
、
報
身
は
心

法
を
舎
利
と
し
、応
身
は
口
業
を
舎
利
と
す
る
、と
い
う
。
こ
の
三
身
舎
利
の
意
味
は
、こ
れ
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、法
界
の
総
体
は
法
身
の
全
身（
舎

利
）
で
あ
り
、
種
々
の
法
・
塵
は
碎
身
舍
利
で
あ
り
、
ま
た
『
法
華
経
』
を
口
業
の
全
体
（
応
身
の
全
体
舎
利
）
と
し
、
爾
前
の
諸
経
を
応
身
の
砕
身
（
舎

利
）
と
し
、
こ
れ
は
如
来
の
三
密
を
も
っ
て
（
釈
迦
）
滅
後
の
衆
生
を
度
す
意
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
釈
迦
如
来
は
滅
度
の
後
にB

hrūṃ

字
（
一
字

金
輪
の
種
子
）
と
な
り
、
諸
天
星
宿
等
を
示
現
し
て
衆
生
を
利
益
す
る
、
と
も
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
口
決
の
言
説
は
、
真
言
宗
に
は
無
か
っ
た
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
常
に
『
法
華
経
』
が
問
題
と
さ
れ
る
点
に
天
台
宗
（
台
密
）
と
し
て
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

ま
た
「
五
秘
密
の
事
」
の
中
で
如
法
愛
染
法
と
舎
利
に
つ
い
て
（
37
）、
東
寺
流
で
は
如
法
愛
染
・
能
作
性
如
意
宝
珠
に
つ
い
て
天
台
に
は
無
い
こ
と
と
す

る
が
、
東
寺
の
大
愛
染
は
天
台
の
大
熾
盛
光
法
で
あ
り
、
如
法
愛
染
は
天
台
の
如
法
仏
眼
で
あ
っ
て
一
致
す
る
。
ま
た
天
台
に
舎
利
法
を
相
承
す
る
証
拠

と
し
て
惣
持
院
の
建
立
等
を
挙
げ
、
天
台
に
も
宝
珠
建
立
（
能
作
性
）
は
あ
り
、
葉
上
僧
正
（
栄
西
）
は
そ
の
相
応
物
を
尋
ね
て
入
唐
し
た
と
す
る
。
則

ち
栄
西
は
能
作
性
の
口
伝
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
材
料
入
手
の
た
め
に
入
唐
し
た
の
だ
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
栄
西
は
所
作
性
の
如
意
宝
珠
を
求
め

て
入
唐
し
た
と
い
う
口
伝
を
載
せ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
同
じ
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
中
に
あ
っ
て
、
少
し
く
矛
盾
す
る
記
録
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
舎
利
と
弥
陀
と
一
体
の
こ
と
と
い
う
条
目
（
38
）
が
見
ら
れ
る
が
、
心
光
院
禅
助
僧
正
（
大
伝
法
院
座
主
仁
和
寺
真
光
院
禅
助
（
一
二
四
七
～

一
三
三
〇
）の
こ
と
か
）が
近
江
に
入
り
渡
り
て
請
わ
れ
る
に
よ
っ
て
、弘
師（
不
明
）が「
舎
利
宝
筐
弥
陀
抄
」と
い
う
書
一
巻
を
造
っ
て
彼
の
禅
門（
禅
助
）

の
許
へ
遣
っ
た
。
こ
の
書
は
随
分
の
秘
事
を
書
い
た
も
の
で（
今
は
）御
室
に
あ
る
。
彼
の
禅
門
は
舎
利
を
信
ず
る
こ
と
が
人
に
越
え
て
お
り
、弘
仁
皇
帝（
嵯

峨
天
皇（
七
八
六
～
八
四
二
）の
こ
と
）が
感
得
さ
れ
た
牙
舎
利
を
相
伝
し
て
、八
寸
の
水
精
の
塔
に
入
れ
て
安
置
し
、そ
の
上
に
金
銅
の
宝
篋
印
塔
を
被
せ
、

更
に
三
尺
八
角
の
宮
殿
に
安
置
し
て
、
毎
日
舍
利
講
を
行
じ
た
、
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
こ
こ
で
は
「
舎
利
宝
筐
弥
陀
抄
」
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
居

ら
ず
、「
舎
利
と
弥
陀
と
一
体
の
こ
と
」
と
い
う
の
が
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
語
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
条
目
の
名
前
か
ら
し
て
も
、「
舎
利
宝
筐
弥

陀
抄
」
と
い
う
書
名
に
し
て
も
、
先
に
触
れ
た
舎
利
の
功
徳
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
を
す
る
と
い
う
問
題
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
舎
利
と
宝
珠
と
『
法

華
経
』
の
一
体
説
が
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
れ
に
関
わ
っ
て
「
御
遺
告
七
箇
条
秘
決
」
の
中
の
「
仏
舎
利
、
身
に
常
に
安
置
し
奉
る
可
き
事
」（
39
）
は
解
脱
上
人
（
貞
慶
一
一
五
五
～
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一
二
一
三
）
製
と
さ
れ
る
が
、
今
生
に
人
身
を
受
け
て
釈
尊
の
舎
利
に
遇
い
、
生
身
で
如
来
の
色
身
を
礼
し
奉
る
こ
と
は
大
慶
で
あ
り
、
奇
特
の
思
い
を

成
す
と
し
、
日
々
に
舎
利
の
威
光
に
触
れ
る
こ
と
で
我
が
身
の
濁
闇
を
破
し
、
命
終
の
時
に
は
悪
縁
を
絶
っ
て
釈
尊
に
発
遣
さ
れ
、
弥
陀
の
迎
接
に
預
か

り
た
い
（
極
楽
往
生
し
た
い
）
と
し
て
い
る
。
更
に
「
仏
舎
利
、
頚
に
懸
け
奉
る
に
十
徳
有
る
事
」
に
は
、
一
に
定
不
易
徳
。
二
に
定
業
能
転
徳
。
三
に

儲
集
功
均
徳
。
四
に
福
利
増
長
徳
。
五
に
善
神
守
護
徳
。
六
に
女
人
奉
泰
徳
。
七
に
衆
人
愛
敬
徳
。
八
に
族
徒
昌
多
徳
。
九
に
不
中
夭
死
徳
。
十
に
決
定

成
仏
徳
の
十
徳
を
挙
げ
る
。
こ
の
十
徳
は
一
般
的
な
如
意
宝
珠
の
「
願
う
も
の
を
意
の
如
く
与
え
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
個
人
的
な
禳
災
招
福

で
あ
り
、
国
家
的
な
祈
願
で
は
無
い
。
こ
れ
が
『
御
遺
告
』
に
関
わ
る
口
決
で
、
西
院
流
の
伝
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
来
は
真
言
宗
の
相
承
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
必
ず
し
も
広
沢
方
の
口
決
類
を
精
査
し
て
い
る
訳
で
は
無
い
が
、
真
言
宗
系
の
口
決
類
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
「
法
華
法　

私
苗
」
で
は
『
法
華
経
』
の
各
品
に
つ
い
て
一
々
に
そ
の
口
決
を
語
り
、
更
に
「
法
華
法
大
意
の
事
」
の
中
で
、
如
意
宝
珠
と
は

何
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
竜
肝
・
鳳
脳
・
如
来
の
舎
利
で
あ
る
と
す
る
（
40
）。
そ
し
て
竜
は
過
去
の
大
善
根
の
故
に
福
業
を
修
め
た
が
大
瞋
恚

を
起
し
た
果
報
で
あ
り
、
大
善
根
に
感
じ
て
そ
の
肝
は
如
意
宝
珠
と
な
り
、
大
瞋
恚
の
故
に
竜
に
な
っ
た
。
鳳
と
は
金
翅
鳥
で
あ
り
、
大
善
根
の
故
に
そ

の
脳
は
如
意
珠
と
な
り
、愚
癡
の
故
に
鳥
身
と
な
っ
た
。
ま
た『
往
生
論
の
注
』（
41
）
に
如
来
の
遺
身
は
海
に
入
っ
て
如
意
宝
珠
と
な
る
と
い
う
言
葉
を
引
き
、

三
大
僧
祇
に
修
し
た
福
業
の
感
ず
る
所
の
身
で
あ
る
か
ら
如
意
宝
珠
と
な
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
竜
女
が
献
ず
る
宝
珠
は
竜
肝
の
如
意
宝
珠
で

あ
る
と
も
す
る
。
こ
こ
で
は
竜
肝
・
鳳
脳
も
如
意
宝
珠
に
な
る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
過
去
世
の
福
業
に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
如
来
の
舎
利
が

如
意
宝
珠
に
な
る
の
も
、
や
は
り
如
来
が
積
ん
だ
福
業
に
よ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
光
宗
に
よ
る
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
真
言
宗
で
は
『
御
遺
告
』

に
「
大
な
る
虚
言
」
と
さ
れ
た
竜
肝
・
鳳
脳
が
如
意
宝
珠
と
な
る
事
も
認
め
て
い
る
点
、
真
言
宗
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
下
は
省
略
す
る
が
、天
台
宗
（
台
密
）
に
お
い
て
如
意
宝
珠
を
言
う
場
合
、や
は
り
『
法
華
経
』
に
登
場
す
る
宝
珠
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
舎
利
が
如
意
宝
珠
に
変
ず
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、竜
肝
・
鳳
脳
が
如
意
宝
珠
と
な
る
事
も
認
め
て
お
り
、能
作
性
の
宝
珠
に
つ
い
て
も
東
寺
流
（
真

言
宗
）
の
話
を
伝
え
な
が
ら
、
天
台
宗
に
も
初
め
か
ら
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
な
ど
、
真
言
宗
に
対
す
る
対
抗
意
識
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
体
的
に
は
や
は
り
真
言
宗
が
先
行
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
天
台
宗
が
吸
収
し
、
そ
こ
に
天
台
宗
的
な
改
変
を
加
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
舎

利
＝
如
意
宝
珠
の
功
能
・
功
徳
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
と
こ
ろ
は
判
ら
な
い
が
、
真
言
宗
に
お
け
る
護
国
的
功
能
（
請
雨
と
い
っ
た
国
家
的
禳
災
招
福
）
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で
は
な
く
、
本
来
の
如
意
宝
珠
の
功
能
と
い
っ
た
面
で
受
け
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

八
、
お
わ
り
に

以
上
、
日
本
密
教
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠
に
つ
い
て
の
言
説
の
一
端
を
垣
間
見
て
き
た
。
舎
利
が
如
意
宝
珠
に
変
ず
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
仏
教
以
来
の

通
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
如
意
宝
珠
の
果
た
す
役
割
が
、
真
言
宗
（
東
密
）
で
は
空
海
の
作
と
さ
れ
た
『
御
遺
告
』
に
お
い
て
、
祈
雨
の
霊
地
と
さ
れ
た
龍

の
居
る
室
生
山
の
如
意
宝
珠
が
、
龍
に
代
わ
っ
て
善
風
を
出
し
て
五
穀
豊
穣
な
ら
し
め
衆
生
利
益
す
る
と
い
う
護
国
的
修
法
（
国
家
的
な
安
寧
を
得
る
た

め
、
禳
災
招
福
の
た
め
の
修
法
）
の
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
本
来
の
如
意
宝
珠
の
功
能
と
は
異
な
る
も
の
へ
変
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
舎
利

と
し
て
の
功
能
は
、
釈
尊
滅
後
の
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
浄
土
往
生
の
功
徳
を
示
す
展
開
も
見
せ
て
い
る
。
一
方
で
天
台
宗
（
台
密
）
で
は
舎
利
＝
如
意

宝
珠
同
体
説
を
『
法
華
経
』
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
傾
向
が
強
く
、
ま
た
真
言
宗
に
対
抗
し
て
、
天
台
宗
に
も
当
初
か
ら
舎
利
法
・
如
法
仏
眼
法
の
あ
っ

た
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
た
そ
の
功
徳
・
功
能
に
お
い
て
は
如
法
仏
眼
法
・
熾
盛
光
法
な
ど
の
国
家
的
御
修
法
の
問
題
も
あ
る
が
、
真
言
宗
の
主
張
す
る

国
家
的
役
割
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
受
持
供
養
す
る
個
人
的
な
功
能
の
側
面
が
表
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
密
教
に
お
け
る
舎
利
の
功
徳
に
よ
る
浄
土
往
生
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
覚
鑁
の
『
舎
利
講
式
』
や
美
福
門
院
追
福
の
舎
利
会
の
表
白
で
は
、
法
身

の
舎
利
の
功
徳
と
し
て
往
生
が
説
か
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
舎
利
と
如
意
宝
珠
と
の
同
体
説
の
上
に
、
宝
珠
の
功
徳
と
し
て
往
生
を
説
く
こ
と
が
中

心
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
宝
珠
と
『
法
華
経
』、
宝
珠
と
如
意
輪
観
音
、『
法
華
経
』
と
阿
弥
陀
と
観
音
と
の
同
体
説
が
背
景
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
不
動
と
愛
染
を
脇
侍
と
す
る
三
尊
合
行
法
の
本
尊
も
、こ
の
関
連
の
中
で
理
解
さ
れ
よ
う
（
八
幡
の
脇
に
不
動
・
愛
染
を
置
く
の
は
、

八
幡
の
本
地
が
阿
弥
陀
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
）。
こ
の
よ
う
な
往
生
觀
は
、
や
は
り
『
法
華
経
』
信
仰
的
密
教
浄
土
教
の
中
に
、
舎
利
と
宝
珠
の
同
体
説
を
投

影
し
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
覚
鑁
の
『
舎
利
講
式
』
が
『
金
輪
呪
王
経
』
よ
り
早
か
っ
た
場
合
、
そ
の
説
明
は

少
し
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
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註（
１
）	
内
藤
栄
『
舎
利
荘
厳
美
術
の
研
究
』
平
成
22
年
３
月
青
史
出
版
刊
、
お
よ
び
同
「
日
本
の
美
術
」
№
5
3
9
『
舎
利
と
宝
珠
』
平
成
23
年
４
月
ぎ
ょ
う
せ
い
刊

（
２
）	
中
村
本
然
「
真
言
密
教
に
お
け
る
如
意
宝
珠
〈
信
仰
〉」
智
山
勧
学
会
編
『
中
世
の
仏
教
―
頼
瑜
僧
正
を
中
心
と
し
て
―
』
平
成
17
年
５
月
青
史
出
版
刊
。
同
「
真
言

密
教
の
修
法
と
如
意
宝
珠
」『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
18
号
平
成
17
年
２
月
。
藤
巻
和
宏
「
如
意
宝
珠
を
め
ぐ
る
東
密
系
口
伝
の
展
開
と
宀
一
山
縁

起
類
の
生
成
―
『
宀
一
山
縁
起
』
を
中
心
と
し
て
―
」『
國
語
國
文
』
第
71
巻
１
号
（
通
巻
8
0
9
号
）
平
成
14
年
１
月
中
央
図
書
出
版
刊
。
村
上
泰
教
「
能
作
性

に
つ
い
て
〈
そ
の
問
題
と
相
承
・
造
作
法
〉」『
密
教
学
研
究
』
第
45
号
平
成
25
年
３
月
。
そ
の
他
の
論
考
に
つ
い
て
は
村
上
論
文
の
註
22
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
阿
部
泰
郎
氏
や
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
氏
な
ど
に
よ
る
、
如
意
宝
珠
を
中
心
に
不
動
・
愛
染
二
明
王
を
脇
侍
と
す
る
三
尊
合
行
法
に
関
す
る
諸
論
考
で
も
舎
利
と
如

意
宝
珠
の
問
題
は
関
説
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
省
略
す
る
。

（
３
）	

拙
論
「
空
海
撰
述
の
「
祖
典
」
化
を
め
ぐ
っ
て
―
空
海
第
三
地
菩
薩
説
と
『
御
遺
告
』
の
成
立
―
」
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
２
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』

平
成
22
年
10
月
10
日
竹
林
舎
刊
。

（
４
）	

武
内
孝
善
「『
御
遺
告
』
の
成
立
年
代
―
堅
恵
関
連
の
史
料
を
中
心
と
し
て
」『
密
教
学
研
究
』
第
43
号
平
成
23
年
３
月

（
５
）	

『
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
輯
8
0
3
―
8
0
7
頁
・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻
3
7
0
―
3
7
4
頁
・『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
20
頁
上
―
21
頁
下

（
６
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
25
巻
1
2
7
頁
ｃ

（
７
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
25
巻
3
1
6
頁
ｂ

（
８
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
25
巻
4
7
8
頁
ａ
―
ｂ
。

（
９
）	

『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
9
1
頁
上

（
10
）	

中
村
本
然
「
真
言
密
教
の
修
法
と
如
意
宝
珠
」『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
18
号
平
成
17
年
２
月

（
11
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
5
0
6
頁
ｂ

（
12
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
2
7
4
頁
ｃ

（
13
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
7
0
0
頁
ａ

（
14
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
6
1
8
頁
ｃ
・『
群
書
類
従
』
第
24
輯
6
9
1
頁
下
―
6
9
2
頁
上

（
15
）	

拙
著
『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
第
二
部
「
平
安
期
の
真
言
教
学
と
密
教
浄
土
教
」
第
二
編
「
院
政
期
の
真
言
密
教
―
密
教
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て
―
」
第
六
章
「『
最

後
潅
頂
常
行
心
要
法
』
に
つ
い
て
」
平
成
20
年
３
月
ノ
ン
ブ
ル
社
刊

（
16
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
1
1
6
頁
ａ

（
17
）	

『
興
教
大
師
全
集
』
下
1
2
7
7
―
1
2
7
8
頁

（
18
）	

『
興
教
大
師
全
集
』
下
1
2
8
2
頁

（
19
）	

『
真
言
宗
全
書
』
第
37
巻
3
2
4
頁
下
―
3
2
5
頁
上
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（
20
）	

『
興
教
大
師
全
集
』
下
1
2
8
5
―
1
2
8
6
頁

（
21
）	
橋
本
初
子
『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』
平
成
２
年
11
月
思
文
閣
出
版
刊
。

（
22
）	

山
田
昭
全
・
清
水
宥
聖
編
『
貞
慶
講
式
集
』
29
頁
、
平
成
12
年
８
月
山
喜
房
仏
書
林
刊

（
23
）	

仁
和
寺
紺
表
紙
小
双
紙
研
究
会
編
『
守
覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
―
仁
和
寺
紺
表
紙
小
双
紙
の
研
究
―
本
文
編
２
』
9
1
4
頁
下
。
平
成
７
年
２
月
勉
誠
社
刊
。

（
24
）	

阿
部
泰
郎
・
福
島
金
治
・
山
崎
誠
編
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究
』【
資
料
編
・
金
沢
文
庫
蔵
御
流
聖
教
】
5
2
0
頁
上
―
5
2
2
頁
上
。
平

成
12
年
10
月
勉
誠
社
刊

（
25
）	

『
大
正
蔵
経
』
N
o
. 
9
6
1
、『
大
正
蔵
経
』
第
19
巻
3
3
0
頁
b
―
3
3
4
頁
c

（
26
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
2
9
5
頁
a
。
た
だ
し
こ
こ
で
「
金
輪
呪
王
経
に
云
く
」
と
し
て
引
か
れ
る
文
が
今
の
『
金
輪
呪
王
経
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
何
を
指
す
か
は

確
か
で
は
無
い
。

（
27
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
78
巻
8
1
2
頁
a

（
28
）	

『
真
言
宗
全
書
』
第
30
巻
2
6
4
頁
下

（
29
）	

拙
論
「
空
海
撰
述
の
「
祖
典
」
化
を
め
ぐ
っ
て
―
空
海
第
三
地
菩
薩
説
と
『
御
遺
告
』
の
成
立
―
」
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
２
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』

平
成
22
年
10
月
10
日
竹
林
舎
刊
。
お
よ
び
武
内
孝
善
「『
御
遺
告
』
の
成
立
年
代
-
-
堅
恵
関
連
の
史
料
を
中
心
と
し
て
」『
密
教
学
研
究
』
第
43
号
平
成
23
年
３
月

（
30
）	

『
大
正
蔵
経
』
図
像
第
４
巻
6
3
4
頁
ｃ

（
31
）	

拙
著
『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
第
二
部
「
平
安
期
の
真
言
教
学
と
密
教
浄
土
教
」
第
四
篇
「
往
生
伝
と
密
教
浄
土
教
」
平
成
20
年
3
月
ノ
ン
ブ
ル
社
刊
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
32
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
1
2
2
頁
a
―
ｂ

（
33
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
4
3
頁
ｃ

（
34
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
4
5
頁
ｂ

（
35
）	

「
第
三
仏
眼
法
事　

秘
曲
」
は
『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
5
4
頁
ａ
―
5
5
6
頁
ａ

（
36
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
5
6
頁
ｂ

（
37
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
7
8
頁
ｃ
―
5
8
8
頁
ａ

（
38
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
4
6
頁
ａ

（
39
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
5
4
3
頁
ｃ
―
5
4
4
頁
ａ

（
40
）	

『
大
正
蔵
経
』
第
76
巻
6
0
0
頁
ａ

（
41
）	

曇
鸞
「
無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
註
」『
大
正
蔵
経
』
第
40
巻
8
3
6
頁
b
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
「
諸
佛
入
涅
槃
時
。
以
方
便
力
留
碎
身
舍
利
以
福
衆
生
。
衆

生
福
盡
。
此
舍
利
變
爲
摩
尼
如
意
寶
珠
。
此
珠
多
在
大
海
中
。
大
龍
王
以
爲
首
飾
。
若
轉
輪
聖
王
出
世
。
以
慈
悲
方
便
能
得
此
珠
。
於
閻
浮
提
作
大
饒
益
。
若
須
衣
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服
飮
食
燈
明
樂
具
隨
意
所
欲
種
種
物
時
。
王
便
潔
齋
置
珠
於
長
竿
頭
發
願
言
。
若
我
實
是
轉
輪
王
者
。
願
寶
珠
雨
如
此
之
物
。
若
遍
一
里
若
十
里
若
百
里
隨
我
心
願
。

爾
時
即
便
於
虚
空
中
雨
種
種
物
。
皆
稱
所
須
滿
足
天
下
一
切
人
願
。
以
此
寶
性
力
故
」


